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は川内周辺に3 ～ 4業者と柳原周辺に2 ～ 3業者が
あり、1911年に亀岡や角五郎にあった残飯屋が廃
業したが(『河北新報』1911年12月26日)、米価が高
騰した1912年6月頃には市内に8軒の残飯屋があっ
たと報じられるなど(『河北新報』1912年6月27日)、
市内の業者数は若干だが変動を繰り返していたよう
である。軍隊との契約による払い下げであることか
ら、業者が容易に新規参入できたとは必ずしも考え
られないが、供給と需要の変動によって当然影響を
受けたのであろう。
供給量は、予算や景気の動向のほか、兵士の外出
回数(日曜日など)や部隊の出動・帰還などによって
増減した。特に日露戦時の減少と日露戦争後の経費
節約、増税の影響などによって、需要に供給が追い
付かず、1升2銭5厘が3銭5厘に値上げされ貧民の生
活を直撃している。一方需用面では、野外での力役
型労働が減少する冬季や腐敗しやすい夏季に減少
し、また家庭内に一定の副業がある時期など景気が
良い時も売れ行きが落ちた。「貧民」も次第に白米を
食するようになったためである。
残飯屋の多くは払い下げの関係もあって兵営の近
隣に立地しており、顧客は残飯用の布袋か風呂敷、
汁用の桶か空き瓶などをもって残飯屋に通った。馴
染み客の多くは周辺の「貧民」や労働者などであった
が、赤木の顧客は川内地区周辺にとどまらず、七
北田方面などにも広がっていたようである(『河北新
報』1907年12月30日)。さらに1912年の米価高騰の
際などには、「貧民層」にとどまらず、下層の俸給者
(官吏など)も抵抗感を持ちながら残飯を求めるよう
になっており(遠城, 2008)、顧客の社会階層も社会
経済状況によって変化した。代金は現金払いが多
かったと思われるが、月末払いもあり、踏み倒しが
多かったため、「残飯代は安いものですから現金で
支払ってください」という張札をした店もあったと
いう(『河北新報』1909年1月6日)。
前述した「廃兵館」(高野商店)の場合、1910年頃に
23日露戦時・戦後の仙台
は歩兵第二九連隊、野砲兵第二連隊、輜重第二大隊
から1日3回麦飯と汁の供給をうけており、その量
は麦飯6 ～ 7斗、汁1斗ほどで、麦飯1升は3銭、汁2
合5勺の柄杓４杯は1銭でそれぞれ販売されていた。
廃兵館の残飯で日々の生活を送る者は、実際に買い
に来る馴染み客が1日25名程度であったことからそ
の家族も含めて100人程度と推定されており、ほか
の業者と合わせると市内で500人前後がこの残飯に
よって生活を維持していたと考えられている。その
ため残飯供給の減少は、貧民を飢餓と「生活難」に陥
れるのみならず、市内の治安にも影響を及ぼしかね
ないとの懸念が示されている(『河北新報』1910年2
月23日)。
なお残飯以外にもさまざまな払い下げ品が市中に
流通していた。たとえば缶詰である。ある広告(『東
北新聞』1906年12月16日)によると、今藤商店(東五
番丁)と佐藤新三郎(東一番丁)が取扱所となって、「陸
軍糧秣廠御払下品」として外国製の牛肉缶詰や民間
製牛肉大和煮、鰹缶詰、鱈ソボロ缶詰の卸売が行わ
れている。このほか兵士や馬の糞尿も周辺農家に重
要な肥料として活用されていたと思われるが2)、そ
れらの具体的検討は今後の課題としたい。
2．「貧民長屋」について
1903年1月に前年の凶作の影響を受けた宮城県は
細民救済に乗り出した。仙台市でも「貧民」の状況調
査が実施され、市内で「貧民」とされたのは698戸で、
貧困の原因をみると、大家族が159戸で最も多く、
怠惰・放蕩150戸、生計維持者の死亡120戸、老衰
79戸、疾病53戸が続いている(『東北新聞』1903年1
月21、22日)。『東北新聞』はその「論叢」で、調査の
信ぴょう性については一定の留保を置きながらも、
都市経営の方針として「貧民」に職を創出する必要性
を指摘している。
さて「貧民」の生活や、「貧民長屋」、「貧民窟」、「残
飯長屋」、「木賃宿」などと表現されたその住処につ
いて、日露戦争以前は報道されることは少なく、い
くつかの例外を除いて散発的に可視化されるにとど
まっていたように思われる。その例外とは、社会を
不安に落としいれた伝染病の流行であり、あるいは
社会の不穏が高まった凶作や物価高騰である。つ
まり都市社会が危機に直面し揺れ動く時、「貧民長
屋」はその最も悲惨かつ危険な場所として、市民の
世界とは対蹠的な場所として記述された。たとえば
コレラなど伝染病の流行に際して、「貧民長屋」はそ
の源として名指しされ、「怠惰で不潔」とされた人々
の生活慣習は監視と改良の対象となっていく(遠城
2015)。
また物価高騰に際して市や地域名望家らは、米の
廉売や施米といった対策を取ったが、その際区長ら
の調査により主に戸数割等級に基づいて、「貧民」と
は誰かが特定されることになった。このほか、明治
中期から外国人宣教師らも「貧民」の救済事業に着手
しており、残飯屋の顧客などを対象にその境遇や生
活を調査して、「支援に値する貧民」を選び出してい
る。ただし、慈善は往々にして「貧民」に自活の精神
を失わせ、「出来得る限り補助を西洋人から受けて
遣ろう、夫れには何処までも真面目な振りをして、
其説や講義を聴くがいい」という状態を生んだこと
から、宣教師は長屋を建設し、生活改善を行う方向
を取っている(『河北新報』1904年1月4日～ 6日)。貧
民の感化や生活改善を目的とした長屋建設は、同時
期に日本人によっても始められており3)、慈善の効
果的実現という視点から、貧民の生活それ自体に対
して関心が寄せられるようになった。
日露戦争後、毎年歳末を迎えると新聞記者による
「貧民窟」への探訪(「探検」)記事(ルポルタージュ)が
連載されるようになる。新聞社による慈善活動はま
だ始まっていないが、「貧困」がより一般的に都市社
会問題としてクローズアップされるようになった印
といえるだろう。「探検」という言葉からもうかがえ
るように、記者らにとっても長屋の居住者の取材は
慣れない行為であり、ある記者ははじめて長屋に足
を踏み入れる際、観察してみたいという気持ちと「社
会の裏面」を生きる同胞の苦痛を聴くという行為の
間で逡巡し、また別の記者は社会の階級打破を訴え
る社会主義者の情熱はないが、「貧民」の苦境を無視
することもできないとして、「貧民」のありのままを
書きたいと記している。もちろん記者のまなざしは
「ありのまま」の現実を写すことはなく、既存の社会
認識の枠組を強化する場合も多かったが、時にはそ
こからはみ出る「発見」を記すこともあった。
ここでは他都市における記述(阿部, 2004)も参照
しながら、新聞記事のなかで「貧民」の住処や生活が
どのように描かれたかを見ることにしたい。主な記
事は、『河北新報』の「年末の貧民窟(1)～(5)」(1906年
12月22日～ 29日)、「年越前の貧民(1)～(6)」(1907年
12月4日～ 11日)、「木賃宿探検記(1)～(9)」(1908年
12月22日～ 30日)である。
まずその立地場所について、仙台の場合、東京な
どに見られたような集住地は形成されておらず、市
中心部の路地などにも長屋が散在しており、極端に
いえば市全体が「貧民長屋」であるという認識さえ
あった。ただし主な「貧民長屋」と認識されていた地
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区は、東は第四連隊兵営のある榴ヶ岡付近、西は川
内の各兵営の周辺、南は河原町周辺、北は北山町周
辺などで、まさに市を取り囲むかのように周縁部に
立地していた。ただし、かつて市内の「貧民窟」の中
心とされていた地区が、現在では活況を呈してお
り、近い将来その風景を一新するのではないかと予
想されているように、地区ごとの職業構成の相違や
市の発展の影響などによって、「貧民窟」も変動しつ
つあった。
長屋には、戸口などが朽ちかけ新聞紙で穴をふさ
ぎ寒さをしのぐ「廃家」が立ち並び、窪地で水はけが
悪く湿気の多い土地には子どもたちの屎尿が放置さ
れ、外から丸見えの便所と大根が干された共同流し
が隣接しているため、きわめて非衛生的であり、そ
の状態は何度か「豚小屋」と評されている。そして記
者はこうした状況でも病気に罹る「貧民」が少ないこ
とにその「徳」を見る一方で、むしろ長屋の陰鬱な雰
囲気が「貧民」の心に圧迫を加えていることを心配す
る。罹患者が少ないという判断が正しかったかどう
かはわからないが、彼は身体的強さと精神的弱さを
対比することで、「貧民」の社会問題をその道徳や精
神の問題としてのみ理解する枠組を再生産すること
になったといえるだろう。
一方、別の記者は「貧民」を二つに分類することで
探検を始めた。第一は天災や病、出稼中の不慮の事
故など、真に同情すべき不幸の「貧民」であり、第二
は自らの怠惰ゆえに奈落へと落ちた「貧民」である。
この区分それ自体はさまざまな文脈で反復されて
おり、たとえば農村部と異なり都市部では、「浮華
惰弱の悪風」に染まった後者の「貧民」が多く、これ
をいかに規律化するかが問題とされている(『河北新
報』1906年1月12日)。ただし、この記者が次に着目
したのは「貧民」の仕事であった。下駄の歯入れ職人、
羅宇(煙管)職人、鋳掛錠前直、研屋、小箱師、按摩師、
洋傘の古柄磨き、玩弄師、提灯のひも作り、飴など
の触れ歩き、風船玉売、辻占売、屑屋、露店のぼろ
道具商、古金買、襤褸買、灰買、土足人夫、荷馬車
挽、大工、人力車夫、煮豆受買、南京豆屋、おでん・
酒、鍋焼きうどん、淫売など、その仕事は実に多様
であり、そこには過酷な条件の下で働く「貧民」の姿
があった。そして「貧民」と一括りにされていた人々
の内部に、組織化され、稼ぎも多く「貧民の殿様」と
呼ばれた人力車夫、収入は僅少だが自分で日常生活
をやり繰りできる者、老人一人や子どもだけなど働
くことができず救済の必要な人々というように、仕
事内容、世帯構成、稼ぎ手の有無などの相違が明ら
かとなることで、記者は仕事を持つ人々を「貧民」と
呼ぶことに躊躇を感じるようになっている。
借家の家賃であるが、30銭から1円50銭程度で一
昔前に比べるとかなり高騰しており、家賃の滞納や
夜逃げが日常茶飯事となっていた。1909年11月に
貸家業者組合の組織化が報じられており、その目的
が貸し倒しの防止と貸家の紹介の二点であったこと
から、滞納は必ずしも「貧民」に限定されない問題
だったと思われる。この状況に対して、二階建の長
屋の住民は二階を他人に貸す「孫借屋」を行うなど、
生活の不便を我慢して少しでも収入を得ようとして
いた。こうした「共同生活」によって、収入の異なる
「貧民」の間に社会的関係が形成、維持される場合も
あったのではなかろうか。
このほか食生活について、長屋の住民たちの多く
は残飯屋に依拠していたが、なかには「南京米」を常
食とする長屋があったとされ、そこは一段低い存
在として見られていたようである。その背景には、
「貧民」や「細民」が、臭気や腹持ちの悪さ、さらには
「世間体」の維持などの理由から、次第に外国米を
食べなくなっていたことがあったと思われる(遠城
2014)。そして食をめぐる嗜好の変化によって、従
来の外国米廉売といった方法では都市問題に十分対
応できない状況が生じることになった。
さて、「貧民」の職・住・食の検討から浮かび上がっ
たのは、その集団の多様さあるいは集団内の階層差
であったといえる。「貧困と悲惨」、「怠惰と不潔」と
いった言葉で括られながらも、記事にはそれでは必
ずしも捉えきれない日常生活の姿が時に現出してい
た。しかし、こうした姿は「貧民」に関わる人々に必
ずしも認識されたわけではなかった。1907年の連
載記事が終了した後、「細民救助の注意」(『河北新報』
1907年12月12日)が掲載されたが、過度な救恤は細
民を怠惰にしてしまうこと、現金の施与ではなく必
要な物品を施与すること、区長などによる救恤後の
日常生活の指導と監視が重要であることなどが、慈
善家に呼びかけられており、そこには働く「貧民」の
姿を見ることはできない。
Ⅳ　おわりに
日露講和以後、凱旋の準備が再び始まっている。
国分町区では歓迎費用として1,072円の予算を組
み、町内各戸に割り当ての金額を設定したほか、名
掛町、新傳馬町、大町、南町、東三、四、五番丁、
国分町、川内地区は、大国旗や提灯を掲げる準備を
行い、また複数の町を組み合わせた連合祝捷隊も結
25日露戦時・戦後の仙台
成された。出発地となる停車場には凱旋門が建設さ
れたが、ここで軍隊と市の間で小さな諍いが生じて
いる。師団関係者がプラットホームでの歓迎者を軍
の高等官待遇者に限り、これまで凱旋に尽してきた
市会議員や区長らを排除したのである。これに対し
て早川市長が抗議して交渉の末、出入りは許可され、
12月24日の西島助義第二師団長らがホームに降り
立った時、市会議員もその場に立つことができた。
街路では多くの市民が師団長を万歳で迎え、大橋に
も凱旋門が立った(『河北新報』1905年12月25日)。
その一方、同時期に宮城県は凶作対策に追われて
いる。「戦争々々で貧民は一切社会から忘られて居
るが、戦争でも彼等は困窮して居るのは敢て変りは
無」(『河北新報』1905年8月11日)かったのである。市
が外国米(台湾米とラングーン米)の廉売を決定した
ほか、村松亀一郎や小野平一郎らの市会議員有志も
救済会を組織して土木事業など救済案の検討を開始
している。廉売に対しては市内の米商から強い反対
運動が起こり、仙台商業会議所の八木久兵衛会頭ら
も窮民に限定販売し、市民には販売しないことを求
めた結果、市は地域有力者に委託していた米の販売
を中止して、米商に委託することに方針転換した。
このほか窮民989人余(1906年3月現在)に対して施
米を行い、その対象者は次第に減少したが初夏まで
続いている。
市内のある実業家は仙台の今後の都市経営に触れ
て、米の廉売に満足するのではなく、工業の発達を
支援、促進して、疲弊した地域経済を回復し雇用創
出に努めるべきと語った。2年後の1907年の市会で
五大事業(上水工事、電気事業、市区改正、電気軌
道敷設、市立公園設置)が提起されて以降、市と地
域名望家たちは仙台の近代都市への「離陸」を模索す
るようになるが、「……仙台市民の独立自営の風潮
は影響に打撃され、軍隊の恩恵によりて糊口せんと
する惰民また交々生じ、遂には軍隊存在せざれば生
活し能はざるの憐れむべき境遇に陥れるもの少なき
とせず、之れ実に当市の為めに歎ずべきことにして、
師団の存在は却って我市を衰微せしめし一因たらず
んばあらず、……独立自営の精神を以て軍隊なくと
も市をして隆盛ならしむるの策を講せざるべからず
……」(『河北新報』1910年1月26日)と述べられたよ
うに、軍隊の存在は、工業化や日常生活の側面とと
もに市民の心理面に対しても、地域の発展に負の作
用を及ぼしていたと考えられる。
注
1） 営業税額と一部の町名については、股野七郎編『宮城県
商工人名録』(1912年)(国立国会図書館近代デジタルライ
ブラリー、info:ndljp/pid/780260)を参照した。
2） たとえば福岡県小倉市・企救郡にあった第十二師団の場
合、郡が企救郡肥料購買組合を設立して師団と契約を結
び、下肥と厩肥を買い取って組合員に分配する計画を進
めている(『福岡日日新聞』1911年3月22日)。
3） 「社会事業奨励ノ件通牒」『宮城県庁文書大正十三年社会 
公設質屋住宅組合雑』(2-T13-2007)(宮城県公文書館所
蔵)。
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